
ＧＡ２１２技術ノート 

 

●基本接続回路 

図 5-1、5-2 は利得1 のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ用結線回路です。 
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（図 5-1 非反転動作 G=1） 
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（図 5-2 反転動作 G=1） 

＊18 の POWER COMMON ﾗｲﾝと 21の SIGNAL COMMON ﾗｲﾝはできるだけ共通ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを持たない 

ように注意して下さい。 
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●基本接続回路 

図 5-3、5-4 は利得1 以上、つまり低レベル信号を増幅するときに有効な結線方法です。 
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（図 5-3 非反転動作 G>1） 
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（図 5-4 反転動作 G>1） 
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●ゲイン・オフセット調整法 

（非反転動作） 

図 5-5、5-6 はゲインとオフセット調整が必要な場合の代表的な結線方法です。 
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（図 5-5 調整法 1） 
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（図 5-6 調整法 2） 
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●ゲイン・オフセット調整法 

（反転動作） 

図 5-7、5-8 は反転入力回路のゲインとオフセット調整の代表的な結線方法です。 
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（図 5-7 調整法 1） 
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（図 5-8 調整法 2） 

 


